
 

【包括診療分の処理】 

Q:後から在医総管や施医総管を算定する場合、それ以前の診療日に処方箋料が算定されてしまう。 

A: 在医総管や施医総管を算定した日以降は包括対象の処方箋料等は自動で包括となりますが、 

それ以前の診療日には算定されます。以下の方法１または方法２の手順に従って修正を行って 

下さい。 

例）１２/１２日と１２/１９日に訪問診療を行い、１９日に在医総管を算定した場合 

 

【方法１】 事前に包括診療分を削除する方法 

１． 通常通り 中途表示（Ctrl+Shift+F12） にて１２/１２日分の会計データを取り込み、 登録（F12） を 

押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 処方箋料や一般名処方加算が算定されています。（◎のついている項目が自動算定項目です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．削除したい行をクリックすると◎→削に表示が変わります。 登録（F12） を押し会計まで行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜注意＞ ※削除後の訂正について 

削除して登録した後に、診療行為の画面を訂正で開くと削除した点数が再度自動算定され 

ますので、修正する場合はその都度削除する必要があります。 

投薬がある場合、次の画面にて

処方箋料が自動算定されます 



 

【方法２】 在医総管を取り込んだ後に、それ以前の診療日を訂正で開きなぞり直す方法 

 

１． １２/１９（在医総管を算定）のデータを取り込むと下記のようなメッセージが表示されます。 

 閉じる を押してエラーメッセージを閉じ、 登録（F12） を押します。 

※このメッセージは、診療内容に関わらず同月に受診履歴があれば表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 包括となる診療行為には【包括診療】と表示されます。内容を確認後、会計まで行います。 

 

 

 

 

 

 

３． 次に、以前診療分の履歴の修正を行います。 

 DO 検索 →診療日を選択し訂正表示にし、そのまま 登録（F12） を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
①  

②  



 

４． 前回自動算定されていた処方箋料等が、【包括診療】となります。内容を確認後 登録（F12） で 

会計まで行います。（複数の診療日がある場合は、全ての診療日のなぞり直しが必要です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【修正方法】 

外来患者様の場合： ２３ 収納 にて 一括再計算 を行って下さい 

 

月まとめ請求の患者様の場合：① ２３ 収納 にて 一括再計算 を行い、②金額が修正された 

診療日全てを「２１診療行為」にて訂正で開き、再登録を行って下さい。 

※②の作業を行う事で、電子カルテへ修正後の金額が反映します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜注意＞  

※【方法２】で修正を行った場合、既に上限額まで達していると再計算が必要になります。 

例）低所１ 上限 8000 円  修正前：１日目 980 円、２日目 7020 円 → 合計 8000 円 

              →  修正後：１日目 910 円、２日目 7020 円 → 合計 7930円 

 このような場合は、上限に達するまでの診療日を全て DO 検索 で開き、登録し直すと 

正しい金額に再計算されます。  

 

＜重要＞  

「一括再計算該当者チェック表」にて一括再計算が必要な患者様をご確認下さい。 

 ５２ 月次統計  → 018 （一括再計算該当者チェック表） → 診療年月を入力し 

 処理開始（F12） でリストが表示されますので修正を行って下さい。 


